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だれでも・どこでもQ&A図書館

プロジェクト事務局

「だれでも・どこでもQ&A図書館」プロジェクトについて（案）
1. プロジェクトの趣旨

　支援対象：

· 被災地や避難先で情報を必要とする被災者

· レファレンスサービスを十分に提供できない被災地の図書館等

　支援方法：

Webまたはメールで気軽に依頼ができ、図書館員を中心とした「回答団」が質問に答える、オープンかつ迅速な質問・回答サービス（レファレンスサービス）の提供。

　想定される効果：
· 被災者の調査要望に応え、立ち直るために必要な情報支援を行う。

· 被災した図書館等の負担を減らし、より早い復興を促す。

2. 協力・賛同

発起人：国立国会図書館レファレンス協同データベース　サポーター有志（*＝代表）
*林賢紀（農林水産研究情報総合センター）

江草由佳（国立教育政策研究所）

岡本真（アカデミック・リソース・ガイド株式会社）

進藤つばら（東京都立中央図書館）

宮川陽子（福井県立図書館）

賛同者（50音順）：

井上昌彦（関西学院 聖和短期大学図書館）

齊藤誠一（千葉経済大学短期大学部ビジネスライフ学科准教授

・レファレンス協同データベース企画協力員）

高辻亜由美（奈良県立図書情報館）、豊田高広（田原市図書館）

協力（50音順）：

OCLC Inc

saveMLAK – 博物館・美術館、図書館、文書館、公民館（MLAK）の被災・救援情報サイト

（株）紀伊國屋書店

日本図書館協会

3. 体制

　事務局： 

　
代表：林賢紀（農林水産研究情報総合センター）


サイト・ML管理担当：
林賢紀（農林水産研究情報総合センター）

高辻亜由美（奈良県立図書情報館）


saveMLAK連携担当：
江草由佳（国立教育政策研究所）

高久雅生（（独）物質・材料研究機構）


回答マネジメント担当：
（調整中）




進藤つばら（東京都立中央図書館）


広報担当：

（調整中）
振分担当：

（調整中）
　
回答団メンバー：
図書館員を中心にボランティア募集中







4. プロジェクトの関連サイト

· 「だれでも・どこでもQ&A図書館」一般公開サイト

https://sites.google.com/site/daredokoqa/

· 「だれでも・どこでもQ&A図書館」事務局サイト

https://sites.google.com/site/daredokolibrary/

· 回答団登録一覧(スプレッドシート)

https://spreadsheets.google.com/ccc?key=0Aq5wYLXDSnBwdDFnYThGUE1rdXRmWUE3cndlYkFfLUE&hl=ja#
5. 質問・回答の処理方法
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1 質問者はメールまたはWebシステム
で質問を投げる。
2 Webシステム上で振分担当が質問を確認し、適切な回答者に振分ける

· 特定の図書館や機関指定で来た質問、またはその機関でないと回答できない質問については、振分担当または回答団から直接その図書館や機関に対して助力を依頼する。

· 適切な振分ができない場合は回答団に質問を展開し、回答団メンバーやその関係者で手掛かりを持った人を探してみる。

· 回答が困難な場合や無理な場合（○○年分の資料を全部見てほしいなど）は、速やかに謝絶の旨を振分担当から質問者に返信する。

3 質問を振分けられた回答団の回答者は、速やかに可能な範囲で調査を行い、質問者に回答する。

· 回答の返信目標は原則として2日以内。この場合の「回答」は各館のOPAC、データベース、参考資料などを使ってすぐに答えられるレベルとする。

· 詳細な調査が必要な場合は、図書館や専門機関への誘導をもって回答とする（回答団のメンバーでその質問に関する専門家がおり、その後の質問者へのフォローを担当してもよいのであれば、そのまま引継いでも可）。
· 振分担当が回答状況をウオッチし、調査や振分けで時間がかかって回答に2日を超えそうな質問については、2日以内に質問者にお詫びと「回答を待つか、キャンセルするか」の選択を求める一時回答する。（ただし質問者と回答者間で時間がかかってもよい旨了解されていれば一時回答しなくてもよい）。
· 質問者へのインタビューが必要な場合は、振分担当・回答者がそれぞれ行う。ただし重複しないように連携を取ること。
その他：基本的には、被災地・被災者支援のためにできるだけの回答努力をする。

ただし、回答はボランティアが基本となるので、無理はしない。



受けられる質問・振分・回答ルールや基準は必要に応じて順次決める。
6. 支援の展開

　次のステップで順次支援を展開する。

当面は2011年9月末頃までに第3段階へ到達することを目標とする。

＜第1段階：環境構築＞

· 事務局の体制を整備する。

· 回答担当及び振分担当のボランティアを募る。

· システム環境の整備を行う。

＜第2段階：被災地への支援＞

· 被災地（岩手、宮城、福島、茨城、千葉）の県立、政令指定都市立、大学図書館等にコンタクトを取り、レファレンスサービス再開の目処が立たない館のトップページにプロジェクトへのリンクを掲載していただく。
· 被災地に調査等で入る人々にチラシを渡し、現地で配布していただく。

＜第3段階：支援の拡張＞

· 被災地から他都道府県に避難してきた被災者の方向けに広報を行う。

· 図書館に限らず、広く被災地の文化施設に対して広報を行う。

· 質問の傾向を分析し、必要であれば回答団メンバーの補強を行う。

＜第4段階：サービスの定着＞

· MLAKが連携して回答する「だれでも・どこでもQ&A」サイトとして機能する。

7. QuestionPointに関する参考文献

· 林賢紀, 松山龍彦, 新元公寛. QuestionPoint : 導入事例と今後の予定.

  情報の科学と技術. 2006, vol. 56, no. 3, p. 96-102, ISSN 0913-3801.

  http://ci.nii.ac.jp/naid/110004668713
· 林賢紀. 農林水産技術会議事務局筑波事務所分館のレファレンス事情

  びぶろす-Biblos 平成18年1月号 （電子化31号）. 2006, no. 31, ISSN 1344-8412.

  http://www.ndl.go.jp/jp/publication/biblos/backnumber/2006/01/index.html#p02 (参照 2010-04-23).
· 浅見文絵. CDRSから発展型デジタルレファレンスサービスへ -QuestionPointの開始-

    カレントアウェアネス. 2002, no. 274 (CA1476), ISSN 1348-7450.

    http://current.ndl.go.jp/ca1476 (参照 2010-04-23).
その他、カレントアウェアネスのQuestionPoint関連記事は、こちらから参照できます。

    ⇒ http://current.ndl.go.jp/search/apachesolr_search/QuestionPoint
8. 課題・懸案

· QuestionPointの利用期限と将来的な代替措置

· 質問がどのくらい来るか？

· 回答団の募集範囲（参加条件？）とメンバー数（規模）

· 本業とボランティアのバランスへの配慮

· 質問・振分・回答の基準

· 夜間・休日の対応と連絡体制（基本はメール）

· ボランティアベースからMLAKの業務への展開

· 回答団などのイベント開催

· 広報戦略
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� 質問・回答処理のシステムとして、農林水産研究情報総合センターのQuestionPointを時限的に利用させていただく方向で調整中。
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